
  「第 5 回武庫川流域圏ネットワーク活動報告会」の結果概要 
                         武庫川流域圏ネットワーク代表 ⼭本義和 
 
 第 5 回武庫川流域圏ネットワーク活動報告会は 12 ⽉ 5 ⽇（⼟）に神⼾⼥学院⼤学ホルブルック館で開
催され、⽣徒・学⽣・教職員、専⾨家、⾏政職員、⼀般市⺠など 70 名の参加者であった。特別講演「100
回を迎えた武庫川エコハイク」では、エコグループ・武庫川の伊藤益義代表と上⽥宏副代表によって、延
べ 4,247 ⼈が参加された武庫川流域圏でのハイキングの歴史が、美しい景観写真を添えて説明され、聴
衆から⼤きな拍⼿が得られた。⼀般講演では、⾏政側から⻄宮市の⽔道事業、中学⽣や⼤学⽣など若い世
代からは部活動や ESD（持続可能な開発のための教育）に関する発表があり、尼崎キャナルガイド、特
定外来種問題、武庫川渓⾕廃線跡ハイキング道、武庫川市⺠学会、武庫川講座 2015 など、いずれも重要
で興味深いものであった。資料展⽰の 30 分間には 14 点の展⽰物の前で、展⽰者と参加者との間で交流
がもたれた。武庫川流域圏ネットワークからは「仁川の特定外来植物オオキンケイギクの駆除」について
の活動報告を⾏った。 

 


